
 
            
                                                                            

 
 IgG4関連疾患の診断基準並びに診療指針の確立を目指す研究 

分担研究報告書（令和元年度） 
 

 
  IgG4関連動脈周囲炎および後腹膜線維症の特徴と診断 

 
       研究分担者 氏名 石坂信和 所属先 大阪医科大学 役職 教授 

 
  研究要旨：IgG4関連大動脈周囲炎/動脈周囲炎の臓器別診断基準を策

定し、診断の標準化をはかった。同疾患の病像の解析、臨床経過など
について理解を深めるとともに、発症の危険因子についても、画像情
報などをもとに検討を加えた。 

 

 
 
Ａ．研究目的 
これまでの分科会の活動により、IgG4関連
の(大)動脈周囲炎/後腹膜線維症を診断する
臓器別診断基準が策定、公表されている。 
今年度は、この基準をもとに診断された当該
病変の特徴や臨床経過を明らかにするとと
もに、経時的な観察による発症のリスク因子
についても解析した。 

 
       Ｂ．研究方法 

分科会メンバーの施設、あるいは、関連 
施設から集められたケースについて、病 
像、どのような治療が行われている 
か、また、その臨床経過について解析し 
た。 
また、IgG4関連疾患のケースの画像的な 
フォローにより、動脈病変が発生あるい 
は進行する可能性のあるものについて 
抽出し、リスク因子を探索した。 

       （倫理面への配慮） 
       倫理委員会からの承認を得るなど、適切な

対応を各施設で行っている。 
 

Ｃ．研究結果 
 臓器別診断基準は、包括基準に比較して 
当該臓器における確定診断のハードルを 
下げたと判断しているが、分科会メンバ 
ーによるIgG4関連の冠動脈疾患の経験 
症例数の伸びは限定的であった。しかし、 
その多くの病変は、治療抵抗性であり、 
治療後にも病状が進展するケースの割合 
が多いことから、IgG4関連疾患の罹患 
臓器の中では、注意を要するものである 
ことが再確認された。 
また、日本国内の循環器学会総会、ある 

 

いは地方会で報告されたIgG4関連疾患に
関連した演題について集計した結果、27%が
大動脈病変であったのに対して、約2倍の4
8%が冠動脈病変であったことから、冠動脈
病変に対する疾患概念の普及や注目度が高
いことが理解された。また、1/4の演題が、
心膜病変であることもわかり、生検が容易
ではなく、また、臓器別診断基準で対応が
できない心臓病変であること、ステロイド
治療によっても、心不全の改善が得られに
くいケースがあることから、症例を収集し
て、適切な診断、治療について、議論してい
く必要がある病態であると考えられた。 
 

Ｄ．考察 
臓器別診断基準の公開後、それに則って動
脈周囲炎/後腹膜線維症が診断されるケー
スも目にするようになり、疾患概念の普及
と、診断の標準化という意味で、一定の効
果があったことが理解される。一方、難治
の経過をたどる冠動脈病変に対する、より
効果的な治療レジメンの策定や、臓器別診
断基準の範囲外である心臓・心膜病変の対
応も求められる。 
 
Ｅ．結論 
3年間の本班会議期間中の目標は、ほぼ達
成されたといえる。他方、未対応の心臓血
管病変への対応も今後求められる。 
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